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　沖縄県病院事業局は、老朽化や耐震性、施設
の狭さなどを理由に建て替えを検討していた沖
縄県立中部病院について、同院将来構想検討委
員会にて議論を重ね、現地での建て替えが最適
とする同院の将来構想を策定しました。
　同病院は、1981 年建設の南病棟、2001 年建
設の本館、2014 年建設の新病棟等で構成され
ており、延べ床面積は計 3万 5,609 平方メート
ルに及びます。本館は医療機能の拡充などで手
狭な他、築 41 年となる南病棟は耐震基準を満
たしておらず、耐震化に向けた検討が行われて
きましたが、実施には至っておらず、南病棟の
建て替えが喫緊の課題とされています。
　今回の将来構想の策定に際し、本会も将来構
想検討委員会に委員を派遣し、その経過を見守っ
てきましたが、病院職員からは南病棟建て替え
の緊急性は十分承知しているが、現地建て替え
案と移転建て替え案の比較検討が十分でないこ
とに対する懸念が示されております。職員の総
意としては、両案のメリット・デメリットを公平
に検討し、その結果として現地案が適切と判断
されたなら受け入れるという立場とのことです。
　このような意見を踏まえ、本会は沖縄県知事、
県病院事業局長、県議会議長へ概ね以下の内容
にて要望書を提出いたしました。

　県立中部病院は、救急医療や小児・周産
期医療、離島・へき地医療の支援など、本
県医療の基幹的役割を担う重要な病院であ
り、臨床研修を通じて医療人材の育成にも
大きく貢献してまいりました。しかし、施
設の老朽化、特に南病棟の耐震性不足とい

う重大な課題により、患者や職員の安全を
確保するため、早急な対応が求められてい
ます。
　県立中部病院の将来構想検討委員会では
現地建て替え案が示されていますが、当会
としては地域の中核病院としての機能を維
持し、さらに発展させるため、中部病院関
係者をはじめ、周辺自治体や地域住民との
協力とコンセンサスを十分に確保した上で
計画を進めるよう要望しました。
　また、中部地区医師会からも別途要望書
が提出されており、現地建て替えに理解を
示しつつも、工事中の騒音や駐車場の不足
など病院職員が指摘した不安も考慮し、移
転建て替え案も含めて引き続き検討するこ
とを求めています。同会は、地域住民や病
院職員の声を反映した、より良い選択肢を
模索する必要があるとする立場を表明して
います。

　病院事業局からは、県立中部病院がこれまで
の役割を継続して担えるよう、関係者に対する
丁寧な説明を行っていく意向が示されています。
　今後は、策定された「県立中部病院将来構想」
に基づき、必要な対応が進められる予定ですが、
本会としても病院事業局、県立中部病院関係者、
周辺自治体、地域住民、そして医師会が一丸と
なり、県民が安心して医療を受けられる体制の
維持・発展に尽力してまいる所存です。
　引き続き、会員の皆様におかれましてもご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

沖縄県立中部病院将来構想に関する 
要望書提出について
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拝啓、時下、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃より当会の事業

にご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、県で進められております、県立中部病院将来構想に伴う、病院施設の建替えにつき

まして、県病院事業局では、現地建替えでの計画を進めていることと存じます。当会におきま

しても、県立中部病院が沖縄県の基幹病院かつ中部地域における中核病院として、救急医

療をはじめとする様々な医療、また離島へき地への支援、さらには研修医制度による医療人

の育成に取り組むなど、沖縄県ならびに中部地域の医療に重要な施設であると認識している

ことから、老朽化に伴う施設の建替え、とりわけ耐震強度不足を指摘されている、南病棟の早

急な対応が必要なことについては、重々理解をしているところであります。 

 しかしながら、この建替えについては、県立中部病院職員の方々より、工事中の騒音や駐

車場不足等の不安が指摘されており、移転による建替えのご意見が出ていることもご承知の

ことと存じます。加えて、本件が議論された県立中部病院将来構想委員会では、その開催日

時の都合により、当会担当理事がほとんど参加できていないことから、中部地区医師会として

の考えや意見を十分述べることができていないのが現状であると考えております。 

 このようなことから、当会としては、現在計画されている施設の建替えについて、中部病院職

員ならびに、所在地であるうるま市の意見や考え、また地域住民からの意見も考慮し、現地建

替えによる計画だけではなく、移転による建替え計画を含め、今後も協議を継続していただく

よう要望するとともに、病院職員や地域住民にとって、より良い方法での建替え計画を進めて

いただくよう、重ねてお願いを申し上げます。 
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